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１．はじめに

　川崎温泉は、神奈川県東部の多摩川と鶴見川に挟まれた

川崎市川崎区、幸区、中原区、高津区及び宮前区に分布し

ている（図１）。

　温泉の開発は比較的新しく、１９５６（昭和３１）年頃から井

戸掘削が始まり、１９６５（昭和４０）年以後多くの源泉がみら

れるようになった。しかし、最近、公衆浴場等の利用が少

なくなり、廃業件数が目立っている。

　１９９９（平成１１）年度末の温泉利用状況等は、表１のとおり

動力揚湯泉１６箇所で利用され、それらの深度は５～５００m、

標高は１～４２mであり、利用施設は公衆浴場が９０％以上

と多く、旅館はわずかである（神奈川県生活衛生課資料）。

　１９９７（平成９）～１９９８（平成１０）年度に温泉保護対策の推

進に活用するため、川崎温泉の温度、湧出量、化学成分の

現況を把握する温泉保護対策調査を神奈川県生活衛生課

の委託により当所等が行った（神奈川県温泉地学研究所、

１９９７、同、１９９８）。

　本稿では、今までの分析データを整理するとともに、分

析データから川崎温泉の化学成分について考察を加えた

ので報告する。

２．川崎温泉の化学成分の特徴

　川崎温泉の今までの分析データを記載し、その中から

最新のデータ（表２）を選び、考察に用いた（台帳番号は川

図１　川崎温泉の位置　○：源泉（KW：川崎の略）
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崎第２号をKW ２のように略記する）。但し、現在、廃業

又は埋没の源泉は省略した。

　図２～４は、化学成分の総量とナトリウムイオン、塩素

イオン、炭酸水素イオンの関係を示す。

　川崎温泉は主に化学成分の総量の多少により３種類に

区分できる。総量が１,０００mg/l 未満をタイプAとし、総

量が１,０００mg/l 以上５,０００mg/l 未満をタイプ Bとし、総量

が５,０００mg/l 以上をタイプ Cとした。

　タイプAの温泉（KW１１，１２，１６，２４）は、深度５～１２０m

で、総量が３２３～７１６mg/l である。無色で、pH６.８～７.５、

ナトリウムイオンが２１．２～１４７mg/l、塩素イオンが５０.２

～１５６mg/l、炭酸水素イオンが１２１～４１６mg/l である。特

に、KW１１、１２、１６は鉄分が６.９８～９.９２mg/l と著しく多

く、酸化鉄の沈殿が浴槽の表面に黄金色の薄膜を形成して

いる珍しい光景がみられる（写真１）。これは、地下におい

ては還元状態で鉄分が過飽和に溶存しており、地表に汲み

上げると酸化状態になり酸化鉄が沈殿すると推定される。

　タイプBの温泉（KW ２，１８，１９，２０，２１，２２，２３，２５，２８）

表１　川崎温泉の利用状況等

表２　考察に用いた川崎温泉の分析データ
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は、深度８０～５００mで、総量が１４６０～３３１０mg/l である。

茶褐色に呈色しており、pH７.６～８.５、ナトリウムイオン

が３５０～９９５mg/l、塩素イオンが１２.９～１１５０mg/l、炭酸

水素イオンが６３５～１４７０mg/l である。陰イオンではほと

んどの源泉は炭酸水素イオンが卓越している。しかし、２

箇所（KW ２， ２５）は塩素イオンが卓越している。

　タイプCの温泉（KW ４，１３，２９）は、深度７２～２００mで、

総量が５５２０～９３９０mg/l である。無色で、pH７.６～７.９、

ナトリウムイオンが１８５０～３１３０mg/l、塩素イオンが３０６０

～５２５０mg/l、炭酸水素イオンが３１０～８７８mg/l である。

陰イオンでは塩素イオンが卓越している。

　図５～６は、有機物と吸光度、炭酸水素イオンの関係を

示す。川崎温泉の有機物（COD）は、茶褐色の呈色度合を

示す４００nmの吸光度と正の相関があり、炭酸水素イオン

図２　総量とナトリウムイオンの関係

図３　総量と塩素イオンの関係

図５　有機物（COD）と吸光度（４００nm）の関係

図６　有機物（COD）と炭酸水素イオンの関係

図７　川崎温泉のトリリニヤーダイヤグラム　（当量％）

図４　総量と炭酸水素イオンの関係
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が多くなるほど多くなっている。

　また、川崎温泉の主要イオンの比率によるトリリニヤー

ダイヤグラム（図７）をみると、ほとんどの源泉はアルカリ

の割合が９０～１００％で、アルカリ炭酸塩又はアルカリ非炭

酸塩の領域にあることがわかる。但し、タイプAの３箇

所（KW１１，１２，１６）はアルカリの割合が６５～８５％、アル

カリ土類の割合が１５～３５％になっている。

３．考察

３．１．泉質と地質の関係

　川崎温泉の起源について、平野ほか（１９７０）は海底に堆積

した新第三紀層中に閉じ込められていた海水起源の鉱泉

で化石海水型のものであるとしている。

　川崎温泉を３種類に区分したが、このような温泉のタイ

プの違いは、地下地質や地下水流動状況の違いを反映して

いる。タイプAの温泉は浅層の地下水起源で、特に

KW１１，１２，１６は鉄分の多い還元性の地層が影響してい

ると推定される。タイプBの温泉は多量の泥炭や腐植物が

混入している地層の影響が推定される。タイプCの温泉及

びタイプ Bの KW ２は海水の影響が推定される。

３．２．茶褐色の温泉

　温泉が茶褐色に呈色しているのは、植物が埋積し酸化腐

植してフミン酸（腐植質）になったと考えられる。

　茶褐色の温泉は、入浴すると温まりやすく肌がしっとり

する。これは、西洋の鉱泥浴（泥炭質の温泉を皮膚に塗り、

入浴する）と似ている（写真２）。

　しかし、フミン酸を含む着色水の飲用は、カシンベック

病（長期に軟骨がおかされ、手足の指の関節に異常がみら

れたり身長が伸びなくなる。）をひきおこすともいわれて

いるので、注意が必要である（滝沢、１９７０）。

　なお、源泉所有者が茶褐色の温泉をラジウム鉱泉と呼ぶ

ことがあるが、これは、１９６０（昭和３５）年頃の他機関によ

る温泉分析書にラジウムエマナチオン（ラドンと同じ）の

測定値が記載されていたことによる誤解と思われる。当時

の測定値では温泉法の規定値未満であり、このような療養

泉は本県内にはない（粟屋ほか、１９９７）。

４．まとめ

　川崎温泉は主に化学成分の総量の違いにより３種類に

区分できる。タイプAの温泉は総量が３２３～７１６mg/lで、タ

イプ Bの温泉は総量が１４６０～３３１０mg/l であり、タイプ

Cの温泉は総量が５５２０～９３９０mg/l である。

　川崎温泉のタイプの違いは、地下地質や地下水流動状況

の違いを反映している。

　また、川崎温泉の有機物（COD）は、茶褐色の呈色度合

を示す４００nmの吸光度と正の相関があり、炭酸水素イオ

ンが多くなるほど多くなっている。
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写真１　浴槽に酸化鉄の薄膜が
　形成する温泉（KW１１）

写真２　茶褐色の温泉（KW２１）

写真３　源泉の揚湯装置（KW２８）
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Appendix Ⅰ　川崎温泉の分析データ
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